
単位：千円(未満切捨)

10,334,463 7,086,450

511 1,088,926

1,433,829 4,690,612

4,139,066 1,031,922

1,447,937 94,382

275,291 67,206

2,861,611 32,811

167,710 25,600

8,505 54,988

2,785,770 ―

457,675

43,974 7,086,450

327,260

272 6,033,783

29,748 490,000

56,418 490,000

106,141 490,000

103,766 5,053,783

2,374 5,053,783

2,221,953 5,053,783

2,150,705

71,128

120

6,033,783

13,120,233 13,120,233

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 及 び 預 金 買 掛 金

貸 借 対 照 表
(2021年12月31日現在)

科 目 金 額 科 目 金 額

商 品 及 び 製 品

電 子 記 録 債 権

未 払 金

未 払 法 人 税 等

そ の 他

仕 掛 品

未 払 費 用

短 期 借 入 金

売 掛 金

固 定 負 債

車 輌 及 び 運 搬 具

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

未 収 入 金

固 定 資 産

機 械 及 び 装 置

有 形 固 定 資 産

負 債 合 計

純 資 産 の 部

株 主 資 本

賞 与 引 当 金

製 品 保 証 引 当 金

建 物 及 び 構 築 物

資 本 金

資 本 剰 余 金

そ の 他

そ の 他

資 本 準 備 金

工 具 ・ 器 具 及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

資 産 合 計 負 債 純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金

関 係 会 社 株 式

純 資 産 合 計

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 利 益 剰 余 金

ソ フ ト ウ ェ ア

投 資 そ の 他 の 資 産



 

個 別 注 記 表 

 

１．計算書類作成の基礎に関する注記 

この計算書類は、会社計算規則及び我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準を適用して作

成しております。また、開示される注記項目の内容は、会社計算規則第 98 条第 2 項第 1 号に基づき、注記事項

の一部を省略しております。 

 

２．重要な会計方針に係る事項 

（１）有価証券の評価基準及び評価方法 

関係会社株式 

移動平均法による原価法によっています。 

（２）たな卸資産の評価基準及び評価方法 

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっていま

す。 

（３）固定資産の減価償却方法 

①有形固定資産 

定額法によっています。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

機械及び装置    ８年 

②無形固定資産 

定額法によっています。 

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっています。 

（４）引当金の計上基準 

①賞与引当金  

従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上して

います。 

②製品保証引当金 

出荷済み製品の交換費用及び補修費用に充てるため、今後費用と見込まれる金額を計上しています。 

（５）収益及び費用の計上基準 

工事契約に係る収益及び費用の計上基準 

 当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約については工事進行基準を適用し、

その他の工事契約については、工事完成基準を適用しています。なお、工事進行基準を適用する工事の当事業年

度末における進捗率の見積もりは、原価比例法によっています。 

（６）外貨建ての資産又は負債の邦貨通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しています。 

（７）連結納税制度の適用 

親会社である日清紡ホールディングス㈱を連結親法人とする連結納税制度を適用しています。 

（８）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用 

当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設されたグループ通算制度への

移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制

度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第 39 号 2020 年３

月 31 日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 28 号

2018年２月 16 日）第 44 項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の

規定に基づいています。 

（９）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理については、税抜方式によっています。 

 

３．株主資本等変動計算書に関する注記 

発行済株式に関する事項 

（単位：株） 

株式の種類 
当事業年度 

期首株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度 

期末株式数 

普通株式 980 ― ― 980 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．その他の注記 

（企業結合関係） 

吸収分割による事業承継 

 当社は、2020年 11月５日開催の臨時株主総会において、日本無線株式会社の通信機器事業に関する権利義務を

承継することを決議し、2021年 1月 1日に事業を承継しています。 

 なお、本吸収分割は対価の交付が一切行われない無対価分割です。 

（１）吸収分割の対象となった事業 

    通信機器事業 

（２）結合後企業の名称 

JRCモビリティ株式会社 

（３）事業承継の目的 

日本無線株式会社における通信機器事業を当社に集約し、モビリティ分野を独立の事業体として事業発展させ

ていくことを目的としています。 

（４）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びに主な内訳 

流動資産      2,796百万円 

固定資産        64百万円 

資産合計      2,860百万円 

負債合計          0百万円 

（５）実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21号 平成 31年 1月 16日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10号 平成 31年 1月 16日）に基づき、共通支配

下の取引として処理を行っています。 

 

（追加情報） 

会計上の見積もり 

 新型コロナウイルス感染症の影響について、翌事業年度以降は一定程度継続しながらも徐々に回復していくと

仮定し、固定資産の減損損失や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積もりを行っています。なお、収束遅

延により影響が長期化した場合には、将来において損失が発生する可能性があります。 
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